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県の文化課では､遺跡から発掘し

た土器や石器等(出土品)をたくさ
ん保管していま説

これらの出土品は､地域の歴史の

生き証人､古代の人々からのメッ
セージです。

県の文化課では､こうした出土品を学校や博物館など
に貸し出しています。

本物の土器や石器などを間近に見て､古代に触れる絶
好のチャンス。皆さんも古代に触れてみましよう。
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県の文化課では､鉄道や道路､建物の建設など､さま

遺跡は､昔の人々がどのように暮らしていたのか、
周りはどんな環境だったのかなど､歴史の移り変
わり(古代からのメッセージ)を知ることにより、
｢これから私たちはどのように暮らしていけばい
いのか｣を考えることのできる､ただ一つの手が
かりです。

もし遺跡力噂されてしまいますと､そんな大切な
手がかりを失うことになります。

ですから､私たちは､工事などの前に遣跡を発掘
して､そこに隠された｢古代からのメッセージ｣を
可能なかぎり集めているのです。
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私たちは､このように集めたメッセージを古代からのプレゼントとして大切に保存すると
ともに､多くの人々に興味を持ってもらい､勉強してもらい､またいろいろな催し物で利用
していただけるよう､仕事に取り組んでいます。

公開･活用の取り組み

情報サービス
インターネット等を

展 学習補助
体験学習･貸し出し教材博物館･資料館等での展示

通じてI情報を公開として

発掘調査の手l順
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ざまな工事で壊される遣跡の発掘を行っていま或発れる事工

調査では､昔の暮らしを復原するために､出
土品がどれくらい前のものなのか､昔の人々
が何を食べていたのか､周りはどんな環境
だったのかなど､さまざまことを調べます。

そのために､私たちは､考古学だけではなく、
物理学､生物学､地質学などの自然科学分野
を専門とする方々に協力をお願いしています。
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どれくらい前のものなのかを調べることは､這跡
の発掘では大切なことです。

私たちは､そのために年代測定で工夫をしています。

遺跡を発掘しますと､土の中から花粉な

どが見つかります。

私たちは､この花粉をつかって昔の気温
や気候を調べます｡私たちは､こうした

成果を地球の温暖化問題を考えるため
の材料として､社会に紹介します。
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這跡を発掘しますと､火山灰を

霊E認鴇蹴蒜蒜菖｡火

鮭剛鳥篭悪霊山
遺跡の年代や災害の歴史を調べ

たりします｡その成果は､今日の灰災害研究の大切な資料になります。

貝
火遺跡を発掘しますと､胃や貝殻など､昔の人の食べ

カスが見つかります。

私たちは､昔の人たちがどんなものをどのように
食べていたのかを調べ､今の食生活で欠けている

ものが何なのかを明らかにします
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県の文化課では､発掘調査の

期間中に現地説明会を開催

しています｡新聞等でお知ら

せしますので､おいでください。

長陽村河陽F遺跡 出十品の見学

熊本県文化財収蔵庫に中学

校の職場体験事業を受け入

れております｡どうぞお申

し込みください。
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写真の整理貝殻の選別土器片のつなぎあわせ
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